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2021年 7月 21日 
 

「Society 5.0 科学博」における 
神⼾⼤学研究成果の出展について 

 
神戸大学大学院システム情報学研究科の貝原俊也教授を代表とする、9機関からなるプロ

ジェクト※チームは、2021年7月15日から開催されている「Society 5.0科学博」に出展

しています。 

展示では、チームの開発した世界初のラバー用3Dプリンタで製作した、完全テーラーメ

イド（個人適合型）のスポーツシューズを取り上げています。実物デモに加え、研究開発内

容に基づいたパネル、またデジタル映像により、Society 5.0 時代における未来のスポーツ

シューズについての展示を行っています。 

プロジェクトについては別紙もご参考ください。 

 
※ 第 1 期 SIP プロジェクト「リアクティブ 3D プリンタによるテーラーメイドラバー製品の設計生

産と社会経済的な価値共創に関する研究開発」について 

参画機関・企業： 
[神戸大学] システム情報学研究科、工学研究科、経営学研究科、連携創造本部 

[学外機関・企業] 兵庫県立工業技術センター、産業技術総合研究所、アシックス、神戸工業試験場、

住友ゴム工業、バンドー化学、シバタ工業、天満サブ化工業 

 

プロジェクトチームによるスポーツシューズは現在も引き続き、アシックス社と神

戸大学価値創造スマートものづくり研究センターとの連携にて「スマートシュー

ズ」として研究開発と事業展開が進められています。 

ホームページ： https://www.asics.com/jp/ja-jp/mk/running/evorideorphe 
 
■「Society 5.0 科学博」 
共同主催： 内閣府、国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC） 

開催期間： 7／15 (木) ～ 9／5 (日)  
【メイン展示】7／15 (木) ～ 7／28 (水) 
【サイバー展示】7／17 (土) ～ 9／5 (日) 

 
内閣府プレスリリース： https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/society5_0_haku.html 
 
問い合わせ先 

■神戸大学 大学院システム情報学研究科 

 教授 貝原 俊也（価値創造スマートものづくり研究センター センター長） 

  TEL： 078-803-6086  Mail： kaihara@kobe-u.ac.jp 

Society 5.0 科学博ホームページ 
https://society5expo.jp 
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価値共創で、
人にやさしいプロダクトを

次世代のものづくりを、産官学が協力して神戸で実現

消
費
者
を
製
品
設
計
に
巻
き
込
む

|
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
経
緯

は
？

　
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
中
で
超
上
流
デ
ラ
イ
ト
設
計

と
い
う
掛
け
声
の
も
と
「
革
新
的
設
計
生

産
技
術
」
と
い
う
分
野
が
立
ち
上
が
り
、

公
募
が
か
か
り
ま
し
た
。「
超
上
流
」
と

は
、
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
上
流
＝
設
計

よ
り
も
さ
ら
に
ユ
ー
ザ
ー
（
消
費
者
）
に

近
い
部
分
、
つ
ま
り
ユ
ー
ザ
ー
と
の
接
点

で
、「
デ
ラ
イ
ト
」
は
ユ
ー
ザ
ー
の
満
足
を

意
味
し
ま
す
。

　
今
は
I
o
T
（Internet of Things

：

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
活
用
す
れ

ば
ユ
ー
ザ
ー
の
詳
細
な
情
報
が
得
ら
れ
る

時
代
で
す
。
そ
れ
な
ら
、
も
の
づ
く
り
に

ユ
ー
ザ
ー
を
巻
き
込
む
こ
と
で
、
ユ
ー

ザ
ー
が
本
当
に
ほ
し
が
る
も
の
を
一
緒
に

作
れ
な
い
か
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
「
価
値

共
創
」
と
呼
び
、
公
募
以
前
か
ら
作
り
込

み
を
行
っ
て
い
た
ん
で
す
。

|
な
ぜ
シ
ュ
ー
ズ
を
題
材
に
？

　
神
戸
は
工
業
用
ゴ
ム
の
発
祥
の
地
で
あ

り
、
神
戸
の
地
場
産
業
と
い
え
ば
シ
ュ
ー

ズ
で
す
。
そ
の
接
点
を
探
ろ
う
と
ラ
バ
ー

用
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
開
発
し
て
、
そ
れ

を
シ
ュ
ー
ズ
の
ソ
ー
ル
（
靴
底
）
に
展
開
し

ま
し
た
。
地
場
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
地

方
創
生
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
私
が
所
属

す
る
シ
ス
テ
ム
情
報
学
研
究
科
の
ほ
か

に
、
ラ
バ
ー
素
材
と
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
の

開
発
に
は
工
学
研
究
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
に
は
経
営
学
研
究
科
の
先
生
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
学
術
・
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
造
本
部
に
お
願
い
し
、
学
外
か

ら
は
ア
シ
ッ
ク
ス
、
住
友
ゴ
ム
工
業
、
バ

ン
ド
ー
化
学
、
神
戸
工
業
試
験
場
、
兵
庫

県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
産
業
技
術
総

合
研
究
所
な
ど
８
機
関
・
企
業
の
参
画
を

得
ま
し
た
（
図
１
）
。

「
考
え
る
工
場
」
で
次
世
代
の
も
の

づ
く
り

|
ど
の
よ
う
な
生
産
シ
ス
テ
ム
を
？

ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
の
テ
ー
ラ
ー
メ

イ
ド
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
「
価
値
共
創
」
を
実
現
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
人
の
足
の
動
き
を
徹
底

的
に
分
析
す
る
た
め
に
、
人
体
の
デ
ジ

タ
ル
機
能
モ
デ
ル
を
開
発
し
ま
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
足
の
立
体
デ
ー
タ
を

作
成
し
、
走
行
中
の
動
き
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
シ
ュ
ー
ズ

の
機
能
性
や
快
適
性
を
定
量
的
に
評
価

で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
モ
デ
ル
が
あ
れ

ば
、「
速
く
走
り
た
い
」
「
膝
へ
の
負
担

を
軽
減
し
た
い
」
と
い
っ
た
個
別
の
要

望
に
応
じ
て
、
ベ
ス
ト
な
形
状
、
硬
さ

の
ソ
ー
ル
を
提
案
で
き
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
ア
プ
リ
も
開
発
し
ま

し
た
。
自
身
の
足
を
３
方
向
か
ら
撮
影
し

て
ク
ラ
ウ
ド
に
送
る
と
、
足
の
デ
ジ
タ
ル

モ
デ
ル
が
即
座
に
作
成
さ
れ
、
ス
マ
ホ
に

表
示
さ
れ
ま
す
。
次
に
「
疲
れ
な
い
靴
が

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望
を
入
力
す
る

と
、
最
適
な
シ
ュ
ー
ズ
が
い
く
つ
か
提
案

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
選
ん
で
購
入
で
き
る
仕

組
み
で
す
。

　
そ
の
提
案
を
行
う
の
が
「
考
え
る
工

場
」
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
す
。
全

て
の
製
造
機
器
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ

な
が
り
、
互
い
に
通
信
し
な
が
ら
自
動
生

産
を
維
持
す
る
モ
デ
ル
工
場
を
、
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
実
現
し
ま

し
た
。
全
て
の
機
械
に
内
蔵
さ
れ
た
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
が
「
今
何
を
作
っ
て
い
る

の
か
」
と
い
う
情
報
を
共
有
し
、
常
に
最

も
効
率
の
良
い
生
産
工
程
を
実
現
し
ま

す
。
新
た
な
オ
ー
ダ
ー
が
入
る
と
瞬
時
に

工
程
が
見
直
さ
れ
る
生
産
管
理
の
仕
組
み

に
よ
っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
違
う
製
品
を
、

大
量
生
産
品
に
近
い
形
で
、
早
く
安
く
供

給
で
き
る
。
こ
れ
が
価
値
共
創
の
マ
ス
カ

ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

|
一
つ
ひ
と
つ
違
う
製
品
が
同
じ
生
産

ラ
イ
ン
で
作
ら
れ
る
？

　
そ
う
で
す
。
こ
の
工
場
の
生
産
シ
ス
テ

ム
が
ユ
ー
ザ
ー
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
と
ク
ラ

ウ
ド
上
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
工
場

の
生
産
状
況
を
踏
ま
え
て
、
ユ
ー
ザ
ー
に

最
適
な
商
品
を
提
案
で
き
ま
す
。
納
期
や

価
格
も
瞬
時
に
計
算
さ
れ
、
数
秒
後
に
は

ユ
ー
ザ
ー
の
ス
マ
ホ
に
回
答
し
ま
す
。
そ

れ
を
ユ
ー
ザ
ー
が
了
承
す
る
と
、
自
動
的

に
作
り
始
め
る
わ
け
で
す
。

|
３
D
プ
リ
ン
タ
ー
も
そ
の
ラ
イ
ン
の

中
に
？

　
も
ち
ろ
ん
で
す
。
オ
ー
ダ
ー
ご
と
に
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
仕
様
が
計
算
さ
れ
、
あ
る
製

品
は
３
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
フ
ル
に
使
う
、
あ

る
製
品
は
一
部
に
使
う
と
い
う
よ
う
に
、

必
要
に
応
じ
て
３
D
プ
リ
ン
タ
ー
が
稼
動

し
ま
す
。
ソ
ー
ル
は
ア
ウ
タ
ー
ソ
ー
ル
、

ミ
ッ
ド
ソ
ー
ル
、
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
ル
の
三
層

構
造
で
、
そ
れ
ぞ
れ
素
材
も
製
法
も
違
う
の

で
、
今
回
開
発
し
た
ラ
バ
ー
用
３
D
プ
リ
ン

タ
ー
は
３
種
類
。
素
材
も
含
め
、
い
ず
れ

も
世
界
初
の
技
術
開
発
と
な
り
ま
す
。

（図1）
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1
9
8
3
年
京
都
大
学
工
学
部
卒
業
、
1
9
8
5
年
京
都
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
精
密
工
学
専
攻
修
了
。
1
9
9
3
年
ロ
ン
ド
ン

大
学
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
レ
ッ
ジ
博
士
課
程
修
了
。
2
0
0
1
年
神

戸
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
助
教
授
、
2
0
0
4
年
神
戸
大

学
工
学
部
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
シ
ス
テ
ム
工
学
お
よ
び
そ
の

生
産
・
サ
ー
ビ
ス
・
社
会
シ
ス
テ
ム
な
ど
へ
の
適
用
に
関
す
る
研

究
に
従
事
。
現
在
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
学
会
会
長
、
シ
ス
テ
ム

制
御
情
報
学
会
副
会
長
、
日
本
機
械
学
会
フ
ェ
ロ
ー
、
国
際
生
産

工
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（
C
I
R
P
）
会
員
。

KAIH
ARA Toshiya

貝
原
俊
也

interview
ee

大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
学
研
究
科

シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
教
授・評
議
員

　
日
本
経
済
の
再
生
と
持
続
的
成
長
に
不

可
欠
な
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
す
る
た
め
に
、
内
閣
府
が
主
導
す
る
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
」（
戦
略
的
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）。神
戸

大
学
は
３
つ
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

主
導
的
に
関
わ
り
、
そ
の
う
ち
の
「
リ
ア

ク
テ
ィ
ブ
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
ラ
バ
ー
製
品
の
設
計
・
生
産

と
社
会
経
済
的
な
価
値
共
創
に
関
す
る
研

究
開
発
」
を
、
シ
ス
テ
ム
情
報
学
研
究
科

の
貝
原
俊
也
教
授
が
率
い
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
追
求
さ
れ
た
の

は
、
消
費
者
に
よ
り
大
き
な
価
値
を
提
供

で
き
る
も
の
づ
く
り
の
あ
り
方
で
、
実
例

と
し
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
を
、
量
産
品
の
よ
う
に
早
く
、

安
く
提
供
で
き
る
製
品
設
計
・
生
産
シ
ス

テ
ム
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
「
価
値
共
創
に
よ
る
新
し

い
も
の
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
貝
原
教
授

に
聞
い
た
。
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プロジェクト参画機関・企業

設計生産システム開発

素材開発 装置開発

神戸大学システム情報学研究科
神戸大学経営学研究科

アシックス 産業技術総合研究所
バンドー化学

住友ゴム工業
シバタ工業 神戸工業試験場

天満サブ化工 神戸大学工学研究科

兵庫県立工業技術センター
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ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
市
場
を
形
成

|
人
体
の
デ
ジ
タ
ル
モ
デ
ル
、
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
３
D

プ
リ
ン
タ
ー
が
つ
な
が
り
、
価
値
共
創
が
実

現
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

　
こ
れ
を
価
値
共
創
ル
ー
プ
と
呼
ん
で
い
ま

す
（
図
２
）。
こ
の
ル
ー
プ
は
三
層
構
造
で
、

一
層
目
の
ル
ー
プ
は
プ
ロ
仕
様
の
完
全
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
の
市
場
、
二
層
目
は
、
い
わ
ば

市
民
ラ
ン
ナ
ー
向
け
の
セ
ミ
テ
ー
ラ
ー
メ
イ

ド
の
市
場
、
三
層
目
は
一
般
ユ
ー
ザ
ー
向
け

の
部
分
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
の
市
場
で
す
。

　
一
層
目
の
プ
ロ
仕
様
で
は
、
セ
ン
サ
ー
や

カ
メ
ラ
を
駆
使
し
て
ユ
ー
ザ
ー
の
身
体
の
情

報
を
把
握
し
た
上
で
最
適
の
設
計
を
行
い
、

３
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
フ
ル
に
活
用
し
て
最
高

度
に
機
能
性
を
追
求
す
る
の
も
の
づ
く
り
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
開
発
さ
れ
た
技
術

が
、
二
層
目
、
三
層
目
の
も
の
づ
く
り
に
反

映
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
で
い
え
ば
、
F
１

レ
ー
ス
で
開
発
さ
れ
た
最
先
端
技
術
が
市
販

車
に
応
用
さ
れ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

逆
に
、
三
層
目
の
一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
市
場
か

ら
は
「
速
く
走
り
た
い
」「
長
く
走
り
た
い
」

「
快
適
に
歩
き
た
い
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
、
新

し
い
製
品
開
発
に
つ
な
が
る
。
こ
う
し
て
三

層
の
ル
ー
プ
が
回
り
な
が
ら
、
全
体
と
し
て

価
値
競
争
力
を
高
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
二

層
目
、
三
層
目
に
な
る
ほ
ど
製
品
の
価
格
は

下
が
り
、
納
期
は
短
く
な
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
サ
イ
ズ
は
大
き
く
な
る
。
価
値
共
創
に
よ

る
も
の
づ
く
り
に
は
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
想
定
で
き
ま
す
。

　
も
と
も
と
価
値
共
創
と
は
、
走
る
楽
し

さ
、
歩
く
楽
し
さ
を
消
費
者
に
提
供
す
る
も

の
で
、
靴
は
そ
の
媒
介
で
す
。
た
と
え
ば

加
齢
に
伴
う
足
の
経
年
変
化
に
寄
り
添

い
、
常
に
そ
の
人
に
合
っ
た
靴
を
提
供
で

き
れ
ば
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
歩

く
楽
し
み
を
提
供
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た

使
い
な
が
ら
新
た
な
価
値
を
製
品
に
付
加

し
て
い
く
「
育
て
る
人
工
物
」
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

日
本
の
製
造
業
の
競
争
力
を
向
上

|
実
際
に
作
っ
た
シ
ュ
ー
ズ
の
性
能
は
？

IoTを介して消費者がものづくりに参加

　
実
証
実
験
と
し
て
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
４
人
の
モ
ニ
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ

の
足
の
形
と
走
り
方
に
合
わ
せ
て
ソ
ー
ル
を

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
シ
ュ
ー
ズ
を
作
り
、
セ

ン
サ
ー
を
装
着
し
て
走
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
う
ち
３
人
は
２
年
連
続
で
走
り
、
１
年

目
の
動
作
分
析
や
走
り
方
の
解
析
結
果
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
、
２
年
目
の
シ
ュ
ー

ズ
を
改
良
し
た
結
果
、
全
員
が
完
走
し
、
タ

イ
ム
は
１
年
目
よ
り
改
善
、
２
人
が
自
己
最

高
記
録
を
出
し
ま
し
た
。

AIによる自律的な生産を研究するスマートファクトリーのモデルプラント生産ラインを流れる製品のパーツにはIDが割り当てられ、オーダーごとに管理される

|
ラ
バ
ー
用
３
D
プ
リ
ン
タ
ー
の
汎
用
性
は
？

　
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
バ
ー
製
品
を
製
造
で
き

ま
す
。
価
値
共
創
に
よ
り
、
身
体
の
「
形
」

だ
け
で
な
く
「
動
き
」
を
も
と
に
ユ
ー
ザ
ー

へ
の
最
適
化
が
可
能
な
の
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー

や
水
着
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
パ
ワ
ー
ア

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
、
介
護
・
医
療
用
品
、
工
業

用
の
パ
ッ
キ
ン
な
ど
に
転
用
し
て
い
き
た

い
。
既
に
「
価
値
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
に
は
問
い
合
わ
せ
も
来
て
い
ま
す
。

|
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
設
さ
れ
た

実
践
の
場
で
す
ね
？

　
そ
う
で
す
。
兵
庫
県
立
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
に
開
設
し
、
今
回
開
発
し
た
ラ
バ
ー
用

３
D
プ
リ
ン
タ
ー
や
ス
マ
ホ
で
設
計
す
る
シ

ス
テ
ム
を
一
般
に
開
放
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

な
企
業
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
戸

大
学
内
に
は
「
３
D
ス
マ
ー
ト
も
の
づ
く
り
研

究
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら

は
研
究
開
発
の
場
で
、た
と
え
ば
、
価
値
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
方
で
課
題
を
解
決
で

き
な
い
場
合
に
、
３
D
ス
マ
ー
ト
も
の
づ
く
り

研
究
セ
ン
タ
ー
で
研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
通
じ
て
、
日
本
の
製
造

業
を
応
援
し
た
い
。
今
後
は
製
品
提
供
だ

け
で
な
く
、
仕
組
み
の
部
分
で
国
際
競
争
力

を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
繰
り
返
し
に

な
り
ま
す
が
、
も
の
を
売
る
だ
け
で
は
な

く
、
も
の
を
使
う
こ
と
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な

喜
び
や
価
値
を
提
供
で
き
れ
ば
、
日
本
の
製

造
業
は
ど
こ
に
も
真
似
の
で
き
な
い
競
争
力

を
持
つ
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

スマートファクトリーの普及に伴い、サイバー攻

撃も巧妙化が進む、そう予測する貝原教授は、攻

撃を早期に検知する技術についても三菱電機とと

もに開発済みだ。工場内の各機器への製造指示を

書き替えて不良品を作らせるといった攻撃を想定

し、注文が入った時点で最適な製造指示を予測す

るシステムを構築、予測と実際の製造指示を比較

することでサイバー攻撃を検知でき、攻撃を受け

スマートファクトリーへのサイバー攻撃を
早期に検知する技術も開発

た部分をネットワークから切り離して他の工場で

生産を維持する仕組みを作り上げた。

「サイバー攻撃対策というと、破られないセキュ

リティを考えるケースが多い。私たちは『攻撃さ

れないようにする』のではなく、『攻撃されたと

きに被害をいかに最小限で食い止めるか』という

コンセプトで開発しました。病気治療では早期発

見が最も重要。工場も同じです」（貝原教授）

Topics

神戸マラソンでシューズの機能性と耐久性を実証

「nano tech 2019  第18回  国際ナノテクノロ
ジー総合展・技術会議」でラバー用3Dプリン
ターを紹介 「工学フォーラム 2016」で講演する貝原教授

Special Topic 1011 kaze Vol.13Special Topic

（図２）

テーラーメイドラバー技術
・ラバー用３Dプリンターの研究・開発
・ラバー素材の研究・開発

デジタルヒューマン工学
・人体のデジタル機能モデル
・デジタルソール設計システム

生産・流通・販売システム
・スマートファクトリーの研究・開発
・IoTでつながる工場の提案

インタラクティブデザイン
・ユーザー用スマホアプリの開発
・ユーザーとメーカーの対話による設計

価値共創ループ

計測・デジタルモデリング製造・加工・提供

プロダクトイノベーションプロセスイノベーション

分 析

適 用

設 計

運 用

※本資料は2019年7月発行の
神戸大学広報誌「風」内の記事です。




